
 
 

 

はじめに 

 

近年、環境問題への関心の高まりから、自然や歴史文化などの緑資源を

大切にし、暮らしが自然と調和したまちづくりが強く求められています。まち

づくりを進めていく上で「緑」の果たす役割は重要であり、また、人々に「う 

るおい」や「やすらぎ」を与えるなど、その効果は非常に大きいものがありま

す。２１世紀のまちづくりを目指す「松戸市総合計画」におきましても、市民

一人ひとりが豊かな自然環境の中で安全で安心した生活を営むことができ

るよう、計画の策定に努めてまいりました。 

 この「松戸市緑の基本計画」は、西暦２０２０年を目標年次とする長期的な

計画で、 「松戸市総合計画」に位置づけられた緑全般における事業を展

開していくための指針となる計画です。 「緑」を市民共有の財産として、守

り・創り・育て次代を担う子どもたちへ継承していくためにも、市民の皆様や

事業者の方々と力を合わせ、 各種事業を推進していくことが必要です。今

後、計画の推進にあたっては市民・企業・行政が一体となり、パ－トナ－シ

ップのもとに「緑のふるさとづくり」を推進してまいる所存でございます。 

 計画の実現に向けて、皆様のなお一層のご理解とご協力をお願いいたし

ます。         

 計画策定にあたりまして、貴重なご意見やご提案をいただきました市民の

皆様をはじめ専門委員会委員の皆様に心より御礼を申し上げます。 
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 緑の基本計画をよりご理解いただくために  

この松戸市緑の基本計画は大きく分けて以下の構成になっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の基本理念となる平成16年10月制定の「松戸みどりの市民憲章」を示し、今後の計画

の推進における中心となる「みどりの市民力」について位置づけを行っています。また、松戸

市の各種計画との関連や、計画対象となる「緑地（緑）」の定義を解説し、最新の「緑の状況

について」や「緑に関する市民の意識」について調査結果を解析しつつ、松戸市の緑のまち

づくりの推進における前提条件となる「緑の現況と計画の課題」を整理しています。 

序章 

第１章 
はじめに「松戸市緑の基本計画」のテーマである 「暮らしが自然と調和する緑のふるさと 

松戸 －緑花清流でつづる人とまち、自然の物語―」を掲げています。計画の基本方針とな

る 3 つの方針「都市の緑づくり」「１１のまちの緑づくり」「緑の担い手づくり」を展開することに

より将来像を実現していくことを目指しています。さらに、計画実現の成果としての「江戸川

グリーンライン」「自然と歴史と田園、3 つのふるさとゾーン」「江戸川沿い斜面林」「緑と水辺

の回廊」「市民ひとりあたり１１㎡の公園緑地」「市民ひとりあたり１本、５０万本の樹木」「み

どりの市民力による協力体制」といった計画の目標の実現に努めることを述べています。 

第２章 
序章と１章で定めた基本理念と目標の達成のためには、緑に関する各項目、各段階の複合

的な施策の積み重ねと連動が求められます。具体的にどのように施策を展開していくかに

ついて、この章で以下のように項目ごとに詳しく述べています。 

「施策の方針」・・・・・項目における総論 

「緑の現況」・・・・・・現況把握 

「現況からの課題」・・・課題整理 

「施策の方向」・・・・・具体的施策テーマ 

「施策の展開」・・・・・各論としての施策内容 

第３章 
緑の基本計画を実現するための実施計画や具体的な施策についての取り組み方について

基本事項を定めています。また、緑推進委員会における取り組みや今後の「みどりの市民

力」における各主体の目標を掲げています。 

資料編 

コラム 

限られたスペースのために本編中に記述し切れなった緑の基本計画での「経緯・内容・用語

等」について資料編として追記します。また、現在進行している事業について特色のあるも

のについてコラムとして随所にちりばめました。 


